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⼀般社団法⼈ ライフアンドモビリティ

幸せを実感する社会システムを住⺠と協働で育む
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ライフアンドモビリティ（私たち）の想い
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https://life-and-mobility.com/
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主な事業（ビジネスモデル）

1.コンサルティング業務 2.お出かけ促進の支援 3.ソラモシステム導入/販売

コオペラティブ交通マネジメント
で住⺠主体を実現

おでかけの活性化を⽀援 誰も取りこぼさないIT化を⽀援
• 移動⼿段が限られる地域においては、効率

的な活⽤がより求められています。
• わたしたちは、誰⼀⼈取り残されないよう

に⾼齢者にも優しいシステム（ソラモシス
テム）を開発しており、地域・企業の事情
に合わせたカスタマイズしたシステムで課
題解決を⽀援します。

• 地域の公共交通の多くが、利⽤率の低迷
および、継続的な運営が問題になってい
ます。

• これらの課題に対して、限られた資源と
して 有効活⽤するために、MM(モビリ
ティマネジメント）の⼿法等を援⽤、外
出を活性化させます

• 地域の様々な課題を解決するためには、住⺠⾃
らが課題解決に取り組むことが重要です。

• コオペラティブ交通マネジメントを実施し、住
⺠主体の体制を構築し、課題解決の⽀援を⾏い
ます。
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1-1 コンサルティング業務 はじめに

• 中⼭間地域の住⺠との話し合いで…
• ⾏政担当者に「バス停が遠すぎる︕」という声
• 実際には家の近くにバス停があった…
• “⾃分事になっていない”ことが多い

• ⾃治体職員や技術者だけで取り組むには無理がある
• バスを利⽤するかどうかに関係なく，⾃宅の近くに便利なバスがあってほしい
• 住⺠がバスに向き合っていない場合，バスサービスを改善する効果は期待できるか︖
• “利⽤者が少ないサービスレベルを下げる” ではなく，その前にできることがあるのでは︖

住⺠の要望を集める⇒ バスを⾒直す でいいのか︖
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• 地域住⺠の “⾃分事意識（オーナーシップ）”が必要
• ⾃分は⾞が運転できるから…
• 誰かが何とかしてくれるでしょ…

• 地域住⺠を検討に加えるべき
• 意⾒を聞くだけだと，簡単に反対される・不満を伝えられる
• 住⺠に短い時間の説明  住⺠が問題を理解することは難しい
• 住⺠にも検討に参加してもらい，責任の⼀部を担ってもらうべき
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1-2 コオペラティブ交通マネジメントとは - １

コオペラティブ交通マネジメント （Cooperative︓助け合う、協⼒的な）
Cooperative Transportation Management：CTM
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“コーポラティブハウス”
• 協働組合⽅式によって建設する住宅で、志向を同じくする複数の⼈が建築組合を設⽴し、

協働して⼟地の取得や建物の企画設計、建築⼯事発注当を⾏い、住宅を取得する⽅式。
ヨーロッパでは2世紀の歴史がある。※コーポラティブ住宅（国⼟交通省）
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1-3 コオペラティブ交通マネジメントとは - ２

https://www.coop‐house.com/cooperative/

住⺠が協⼒し合って取り組む コオペラティブ交通マネジメント
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1-4 コオペラティブ交通マネジメントとは - 3

従来の計画⽅法 コオペラティブ
交通マネジメント

住⺠は⾃分たちが乗りたいバスを計画する

従来の交通計画の策定⽅法 CTMによる交通計画の策定⽅法
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1-5 CTMの取組

• CTMの進め⽅
• 組織づくり

• 検討組織と地域事務局
• CTMによる取り組みの考え⽅
• 活動内容の例

• １．既存公共交通サービスの調査と⽀援
• ２．外出促進
• ３．新たな交通サービスの導⼊と運⽤
• ４．地域住⺠への周知とOODAサイクル

• 組織メンバーの交代・追加

その他の情報は
“たすけあい交通システム導⼊マニュアル”

を参照

本⽇は，豊⽥市稲武地区での活動例を⽰しながら
簡単に説明
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https://life-and-mobility.com/tasukeai/manual.pdf2021.05 Web公開開始
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1-6 たすけあい交通システム導⼊マニュアル
住⺠組織の作り⽅

取り組みの検討・実施⽅法や注意点
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1-7 CTMの実現の鍵

• CTMによる取組みの考え⽅
• 地域の問題は地域によって違う取り組むべき活動も地域によって違う
• 地域住⺠は知識も技術も少ない最初から思うようには進まない

• 失敗を許容し，むしろ“失敗から経験や知識が得られた”と考えるべき

地域の課題解決を住⺠主体で取り組む
住⺠が問題を⾒つけ，解決策を検討し，実施する ⇔ もちろん“失敗”

失敗と成功を繰り返して，住⺠に”知識”と“経験”を蓄積
少しずつ“⾃分事意識”が育まれる
”やればできる，変えられるかもしれない“という気持ちを芽⽣えさせる
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2-1 お出かけ促進策の検討

【お出かけ促進策の実施プロセス】

現状課題だけでなく
将来的な課題につい

ても把握

現在の状況をアン
ケートで詳細に把握

地元の協⼒が得らえ
ることが必須

1

買い物の形態はど
うなっているか︖

地区内で買う物
地区外で買う物

地区内で販売して
欲しい物は︖

客観データ（アンケート調査）に基づいた実情把握

対象店舗の決定 対象商品の決定対象者の決定

2 対象者へのヒアリングで買い物への意向把握

4 店舗の協⼒のもとお出かけ促進策の実施

3 店舗＆住⺠組織にて、対象商品の決定

⾼齢者のお出かけ促進と、地域経済の活性化のため
住⺠の買い物⾏動調査や地域の実情を合わせたお出かけ促進策の実施

・⾼齢者にヒアリングの実施
・将来の買い物に対する不安や、買い物への意向を把握
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2-2 お出かけ促進策+移動の活性化

期間中にバスを利⽤して
⾞内でスタンプを押すと
有効化する商品券を配布

MM※の⾏動プラン法を援⽤してバスの利⽤機会を創出、
その後にアンケート調査を実施することで信頼性の⾼い回答を得る

対象店舗で利⽤

アンケート調査を実施
※モビリティマネジメント１⼈１⼈のモビリティ（移動）が、社会的にも個⼈的にも望ましい⽅向（過度な⾃動⾞利⽤から公共交通等を適切に利⽤する等）に変化することを促す、

コミュニケーションを中⼼とした交通政策
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2-3 お出かけ促進策+地域の活性化

協⼒店舗の売上が増加（115％） 住⺠の意識を調査で問題の発掘
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2-4 お出かけ促進策の検討 “ことづくり”が重要

豊⽥市稲武地区
たすけあいカーでお買い物

システム上はソラモカーとして表記
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2-5 お出かけ促進策の検討 “ことづくり”が重要

幸⽥町坂崎地区
坂崎コミュニティライド

お買い物サークル

システム上はソラモカーとして表記



MaaS（Mobility as a service）・CASEの実証が進められる中で現在、多様なモビリティに関する統合型，
単⼀モビリティを含む様々なサービス、システム、アプリが存在
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3-1 ソラモシステムの説明の前に・・・

※上記は意図的に選定・掲載しておりませんので，その点はご容赦ください。

こうしたサービス，システムは、モビリティを改善するための唯⼀の⼿段ではなく，各⾃治体・企業を抱える課題解決に
向けた⽅法論/⼿段/ツールの⼀部、抱える課題に対して適したシステム・サービス・モビリティとは何かの事前検討が必要
例）⾚字が続く、コミュニティバスに対して、⼀定の費⽤を⽀払うことで、ドライバー確保・システムとしてデマンド交通を導⼊することは可能であるが，

⻑期的に捉え、その⼿段が本当に望ましい解決策になり得るのか、費⽤⾯での受容性も含めて事前検討は必要不可⽋
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3-2 ソラモシステムの枠組み

Platform（管理サイト）

1-1.最適移動検索

101.幸せ度お知らせシステム

104.お出かけ促進システム

102.⾼齢者サポートスシステム

103.育児サポートシステム

10y.新規追加希望サービス

4.ソラモバス（デマンド予約）

2.ソラモカー（たすけあいカー/コミュニティライド）

3.ソラモバス（バスロケ）

5.ソラモタクシー

交通系サービス 福祉・お出かけ促進系サービス
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※⾼齢者向け、MaaS向け、単⼀サービス向けなどカスタマイズ
（ホームアプリを使⽤せず、各アプリのUIを使⽤する事も可能）

User Interface ※

1-2.サービス予約

7.⾃動運転連携

8.サブスクリプション予約

6.ソラモシェア

1-3.料⾦決裁
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x.新規追加希望サービス

105.地域クーポンシステム

106.クイズラリーシステム

1-0.位置情報連携

・これまでの自治体・企業での導入実績を重ね、多様なメニュー及び
統合システムとして開発済み
・ニーズに即して、カスタマイズ・オーダーメイドして導入

特徴
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3-3 豊⽥市中⼭間地域への導⼊例

18© 2022 LIFE AND MOBILITY All Rights Reserved.

・中⼭間の交通不便地域を対象に、
⾼齢者⽤ユーザーインターフェースを軸に構成し、サービス導⼊

・高齢者をはじめ、だれでも直感的に利用可能なUIを準備
・ソラモカーの予約を極力シンプル化（最短3ボタンで予約ができる）！
・外出促進/地域でのことづくりにつながる情報から、予約を可能に！
・操作に慣れない高齢者が、タブレットを楽しめるための工夫を準備
（脳トレ、間違い探し、クックパッド、YouTube等の既存アプリ導入

導入・展開のポイント＆工夫
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3-4 名古屋⼤学の超⼩型EVシェリング
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・名古屋⼤学東⼭キャンパス・教職員の移動⽀援として、
⼩型EVを⽤いたシェリングの予約サービスを導⼊

 シェアリングの状況を可視化し、
少ない台数を効率的に運用ができ
誰でも簡単に利用することを可能としたシステム

 スマートフォンでの鍵の開錠・管理も遠隔操作で実施
安全性に優れ、運用コストも軽減可能な仕組み
※スマホ対応の鍵を受け取るBOXを制作・車両搭載
※当初は非接触型ICカードでの運用
（現在も運用可能で、今後地域ポイントとの連携も考慮）

 車両のリアルタイム位置情報やバッテリー残量など、
一般販売車両からデータ取得し、ソラモシェアと連動

導入・展開のポイント＆工夫

空いている車両が時間ともに一目
でわかる仕組み

車両に近づき「ロック解除」
のボタンを押し下げると鍵が

出てくる
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3-5 ⼤林組技術研究所 企業内実証⽀援
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・多くの⺠間会社でも、モビリティ変⾰に即した企画・取り組みを
展開しており、企業での実証も⽀援

導入・展開のポイント＆工夫

 ＣＡＳＥ/MａａS推進する企業ニーズに合わせて、
・自動運転と連携したデマンド予約が可能な仕組みを導入
☛ ソラモバス（デマンド予約） ＋ 自動運転連携
☛ リアルタイムに走行/停車車両表示（バスロケ）
☛ 車両依存しない予約システム

・デマンド予約では、訪問施設と滞在時間を組み合わせた
サービスを実現

 企業自らで、敷地内にソラモシェアによる電動キックボード
のシェリングサービスを導入

 アプリケーションのインストールの必要はなく、
webブラウザ対応の予約および管理システムとして導入

 導入企業側でハンドリング可能な管理システム
・ステーション管理（新規登録/場所変更）機能
・利用車両/利用者情報/予約情報一元管理機能

 外部サイト連携（路線バス接近情報/天気予報）

▼web型UI ▼⾃動運転⾞予約画⾯

自動運転車
予約

自動運転車（EV）の充電（電池残量）

利用日 利用開始時間

▼⾃動運転⾞予約確認
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3-6 ⻄播磨MaaS 企業内実証⽀援
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・⾃治体が地域で進めるCASE/MaaSプロジェクトを⽀援
「ソラモシステム」をカスタマイズして、システムを展開

導入・展開のポイント＆工夫

 西播磨MaaS実証実験開始（R3.1.18～31）
・名古屋大学として実証実験に参画
☛公道での定時定路線型自動走行カートの実証
☛超小型EVや電動キックボードのシェリングサービスの実証

 西播磨MaaS実証実験（R3.11.25～R４.2.10）
☛デマンド交通/グリーンスローモビリティの実証
☛ 超小型EVや電動キックボードのシェリングサービスの実証

（継続実施）
☛ 弁当配送サービス/店舗クーポン/観光ツアーなど機能追加

 ⻄播磨MaaS実証実験（R4.10.1〜R4.11.30）
☛超小型EVや電動キックボードのシェリングサービス（~継続実施）

＋サブスクリプション
☛ 電動アシスト自転車のシェリングサービスの実証＋サブスクリプ

ション
☛ 店舗クーポン/1日乗車券/クイズラリーの実施

令和3年度取り組み
紹介動画（YouTube視聴）

令和4年度取り組み
紹介HP

（ローカルヒーローサイト）

⻄播磨MaaSシステムは
必要機能を追加して実証



経済発展や⾼齢化到来と共に変わりゆく、

ダイナミックな変化を捉え、

地域が抱える課題の解決に向けて、

⼈的・物的・技術的な資源を投⼊し、

私たち、 名古屋⼤学・L&Mと⼀緒に、

幸で実感する社会システムを協働を⽣むコミュニティの構築、

地域課題の解決を⽬指しませんか。
（多くの⾃治体、企業様に、協働と⽀援をお願いします。）

info@life-and-mobility.com (担当︓剱持)

⼀般社団法⼈ライフアンドモビリティは
名古屋⼤学発ベンチャー認証団体です


